
許

　
市
で
は
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス（
配
偶
者
か
ら
の
女
性
に
対
す
る

暴
力
）が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、い
ち
早
く
平
成
　
年
に「
ド
メ
ス
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テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）総
合

対
策
大
綱
」を
策
定
し
、市
レ
ベ
ル
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
シ
ェ
ル
タ
ー（
緊
急
一

時
保
護
施
設
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
自
立
活
動
に
必
要
な
交
通

費
や
被
服
費
な
ど
を
助
成
す
る
「
緊
急

生
活
支
援
資
金
」
や
、
専
門
医
に
よ
る

心
理
的
ケ
ア
を
受
け
る
場
合
の
「
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
受
診
助
成
金
」、市
営
住
宅

・
民
間
ア
パ
ー
ト
入
居
支
援
な
ど
、Ｄ
Ｖ

被
害
女
性
に
対
す
る
市
独
自
の
自
立
支

援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
を
進
め
る
国

で
は
、
昨
年
７
月
に
Ｄ
Ｖ
防
止
法
を
改

正
し
、市
町
村
に「
基
本
計
画
」や「
Ｄ
Ｖ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を
果
た

す
こ
と
を
努
力
義
務
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
の
法
改
正
に
よ
り
盛
り

込
ま
れ
た
事
業
は
、市
で
は
す
で
に「
Ｄ

Ｖ
総
合
対
策
大
綱
」に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
実
施
し
て
き

た
Ｄ
Ｖ
対
策
を
取
り
ま
と
め
て「
基
本
計

画
」と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
の
自
立
先
の
自
治
体
や

関
係
機
関
で
活
用
で
き
る「
相
談
証
明
」

の
発
行
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
機
能

を
追
加
し
た
う
え
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度
や
男
女
共
同
参
画
審

議
会
を
経
て
「
第
２
次
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策

大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
は
、
同
セ
ン
タ
ー
発

行
の
「
相
談
証
明
」
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
で
、
全
国
の
自
治
体
や
関
係
機
関

で
、
住
所
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
住
民
票
の
閲
覧
制
限
や
、
新
た

な
健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
な
ど
、

自
立
に
必
要
な
支
援
策
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
警
察
や
　
　
　

裁
判
所
と
の
連
携
も

　「
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、Ｄ

Ｖ
被
害
女
性
と
の
相
談
や
相
談
を
行
う

機
関
の
紹
介
、緊
急
時
の
安
全
の
確
保
と

一
時
保
護
の
ほ
か
、就
業
や
住
宅
確
保
、

保
護
命
令
制
度
、入
所
施
設
で
行
う
保

護
、法
律
扶
助
協
会
に
関
す
る
情
報
提
供

や
助
言
、警
察
や
地
方
裁
判
所
な
ど
と
の

連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
、さ
ら
に
、必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
同
行
し
た
り
、民

間
団
体
と
連
携
し
て
の
支
援
活
動
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
男
女
共
同
参
画
課

　
市
で
は
、
平
成
　
年
に
「
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
大
綱
」
を
策
定
し
、
シ
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ェ
ル
タ
ー
の
設
置
や
、
市
独
自
の
「
緊
急
生
活
支
援
資
金
」
の
助
成

な
ど
、Ｄ
Ｖ
被
害
女
性
に
対
す
る
自
立
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
１
月
　
日
に
は
、
国
の
「
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
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法
」の
施
行
日
に
合
わ
せ
、
今
ま
で
市
が
実
施
し
て
き
た
Ｄ
Ｖ
対
策

を
取
り
ま
と
め
た
「
第
２
次
Ｄ
Ｖ
大
綱
」
を
策
定
し
、
同
法
に
基
づ

く
「
市
町
村
基
本
計
画
」
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
被
害
者
の
安
全
確
保
や
自
立
支
援
策
を
活
用
す

る
際
に
役
立
つ
「
相
談
証
明
」
の
発
行
も
始
め
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設

　
 Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置置
でで

　
　
  　
　
全全
　
国国

共
通
共
通
のの
 
「
相
談
証
明

「
相
談
証
明
」」のの
交
付
交
付
もも

　
　
　
　
　
　
　
　
～
被
害
女
性
の
自
立
支
援
を
さ
ら
に
拡

～
被
害
女
性
の
自
立
支
援
を
さ
ら
に
拡
充充
～～

　
市
で
は
、平
成
９
年
度
を「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
元
年
」と
位
置
づ
け
、「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
障

壁
の
な
い
こ
と
）化
を
目
指
す「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」で
は
、高
齢

者
、障
害
者
、地
域
住
民
の
ほ
か
、事
業

者
、国
、県
な
ど
の
関
係
者
や
学
識
経
験

者
な
ど
　
数
人
ず
つ
が
4
班
体
制
と
な
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り
、歩
道
の
段
差
や
幅
、誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
の
状
態
な
ど
を
実
際
に
歩
い
た
り
、車

い
す
で
通
行
す
る
な
ど
し
て
、改
修
が
必

要
な
箇
所
を
指
摘
し
、市
、県
、事
業
者
な

ど
の
管
理
者
が
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
平
成
９
年
９
月
か

ら
市
役
所
や
欅
の
ホ
ー
ル
周
辺
な
ど
で

実
施
し
、
そ
の
後
、
公
民
館
や
小
中
学

校
、
合
併
後
は
関
宿
地
域
の
公
共
施
設

や
駅
周
辺
な
ど
で
も
行
い
、　
年
間
で

10

千
　
か
所
の
改
修
が
必
要
と
指
摘
し
、

654
そ
の
う
ち
市
で
は
、
対
応
す
べ
き
千
　140

か
所
の
う
ち
、
千
　
か
所
の
改
修
を
行
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「野田のやさしい街 
マップ」を無料配布 
　「野田市
障がい者団
体連絡会」
では、市内の
公共施設や
飲食店など
を実際に訪
問し、心身のバリアフリー状
況を調査した「野田のやさし
い街マップ」を作成し、社会福
祉課、社会福祉協議会、つくし
んぼなどで配布しています。
【問合せ】同連絡会（市役所
１階つくしんぼ内）

い
、「
障
壁
」を
取
り
除
い
て
き

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
引
き
続
き
パ
ト

ロ
ー
ル
を
続
け
、
高
齢
者
や

障
害
者
に
も
優
し
い
、
よ
り

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」開
始
か
ら
　
年
１０

　
千
　
か
所
の
障
壁（
市
対

応
分 
）を
改
修
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Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
よ
う
、
相
談
専
用
の
直
通
電

話
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
自
分
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
一

人
ひ
と
り
の
実
情
を
お
聞
き
し
、

き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
月
～
金
の
８
時
　
分
～

30

　
時
　
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

17

15

除
く
）

ＤＶ相談専用電話 
☎７１２５-９１１９

１月１１日から 


